
第2回Quick&Chalk�
プログラム提案内容A�テーマ：外国⼈人も住みやすいまちづくり�

コンセプト経緯�
 　外国⼈人技能実習⽣生の⽅方は、技術を教えてもらうとい
うある種受け⾝身の状態で来⽇日される。⾔言語や⽂文化の壁
によって不不安の⽇日々を送る外国⼈人の⽅方に、少しでも⾃自
信や地域の⼀一員である意識識を持ってもらい、楽しく
⽇日々を過ごしてもらいたいと思い、プランを考えた。�
�
提案内容�
 　まずはじめに、南さつま市に訪れる技能実習⽣生
（GJ）と学⽣生とが交流流を深める。外国⼈人労働者の⽅方を
学校に講師として招き、料料理理や⾐衣装の交流流を通じて、
お互いの⾔言語や⽂文化の違いへの不不安を解消するのが狙
いだ。その後、⾼高校⽣生主体で地域の⼩小学⽣生やお年年寄り
との交流流の場を増やしていく。�
 　南さつま市の⼈人⼝口に対する⼥女女性の⽐比率率率が⾼高い・実習
⽣生には⼥女女性が多いといった特徴から、対象者は⼥女女性を
中⼼心とする。�
 　これらの取り組みを参加者が積極的に発信し、市報
や学校新聞などでも掲載していただき、市⺠民への外国
⼈人の⽅方の認知度度（情報を⼈人伝えに⽿耳で聞く）を⾼高めて
いきたい。外国⼈人の⽅方の認知度度が⾼高まったタイミング
で、地域のイベントに⾼高校⽣生と外国⼈人の⽅方が⼀一緒に参
加する。地域の⼈人が⽿耳で聞いた情報を実際に⽬目で⾒見見る
機会をつくることで、外国⼈人の⽅方も地域メンバーであ
ることをみんなに意識識してもらいたい。�

メンバー：鳳凰⾼高校3年年⼥女女⼦子2名、鳳凰⾼高校3年年男⼦子�
       　 　 　 　⿅鹿鹿児島⼤大学2年年男⼦子、3年年⼥女女⼦子�

感想�
◯⾃自分でも、外国⼈人労働者と地域とのコミュニ
ケーションの架け橋になれると思った。今後は、
もっと⾃自分の思っていることを、うまく話せる
ようになりたいと思った。�
◯誰かがやるとか、⼤大⼈人任せにするだけではな
く、学⽣生だからできること、例例えば気軽にあい
さつをするなど⼩小さなことから始めていきたい。�



第2回Quick&Chalk�
プログラム提案内容B�テーマ：外国⼈人も住みやすいまちづくり�

コンセプト経緯�
 　住⺠民の外国⼈人の⽅方へ対する偏⾒見見や、外国⼈人の⽅方の⽇日
本語に対する不不安が、お互いのすれ違いを⽣生んでいる
のではないだろうか？⼀一歩引いた⽬目線で、⼀一緒に⽣生活
していても、課題は積み重なるばかり。この現状を緩
和するために「交流流」をテーマとしてプランを考えた。�
�
提案内容�
 　郷⼟土料料理理を通じた交流流イベント「Beyond  the  
World  Cooking  Studio」を開催したい。⽉月⼀一回、南
さつま市⺠民と外国⼈人の⽅方が、世界各国の郷⼟土料料理理を⼀一
緒になって作り交流流を深める。⽬目的は、料料理理をつくる
ことではなく、交流流することにある。�
 　対象者は「料料理理を学びたい」「外国語（⽇日本語）を
学びたい」「外国（⽇日本）の⽂文化を知りたい」という
思いを持っている⽅方だ。チャレンジ精神を多めにする、
分からないことは質問して、質問されたら答えるなど、
その場のルールをしっかり守ることが参加の条件。さ
らに料料理理を作ったあとは、⼀一緒に料料理理を⾷食べ会話を楽
しめるような運営をする。�
 　イベントでは、参加者が⼀一品ずつ料料理理を持ち寄り、
その料料理理の中から次のイベントでつくる料料理理を決める
など、継続してイベントを開催する⼯工夫もしたい。� メンバー：鳳凰⾼高校2年年男⼦子、3年年⼥女女⼦子�

 　 　 　 　 　⿅鹿鹿児島⼤大学3年年⼥女女⼦子2名�

感想�
◯外国⼈人や⽇日本⼈人、地域など様々な⽴立立場でプラ
スになる、プランにできたと感じている。次は
コストや参加しづらさを抑えるようなプランに
していきたい。そして、諸外国への理理解も深め、
⾃自ら発信できるようにしていきたい。�



第2回Quick&Chalk�
プログラム提案内容C�テーマ：外国⼈人も住みやすいまちづくり�

コンセプト経緯�
 　外国⼈人“も”喜ぶまちづくりを⽬目指して、私たちも住
みやすいコミュニティって何だろう？ということに注
⽬目した。⼈人⼝口減少により地域から若若者が減っている状
況は、地域のお年年寄りにとっても寂しいことである。
地域に住む外国⼈人を⼦子ども会に巻き込み、そこでの活
動を通じて、お年年寄りの外国⼈人に対するよそ者意識識を
払拭していく。お年年寄りの⽅方が、外国⼈人の⽅方と交流流す
ることでいきいき⽣生活ができることを⽬目指したい。�
�
提案内容�
 　草刈りを通じたイベントを開催する。草刈りは⾮非常
に労⼒力力のいる作業で、⼈人⼿手が減っている地域にとって
ネガティブな⾏行行事である。しかし、地域のお年年寄りと
外国⼈人の⽅方が協⼒力力することで、地域が盛り上がるイベ
ントになるのではないかと考えた。�
 　しかし、ただ草刈りをするだけでは、⼈人は集まらな
い。スタンプカードを活⽤用して、地域の特産品をプレ
ゼントするしくみやレクリエーションの企画などを⾏行行
い、草刈り⼤大会を中⼼心にしたコミュニティづくりをし
ていきたい。�
 　⾏行行政に頼るのではなく、⾃自分たちで地域をアット
フォームな空間にすることで住んでいる⼈人たちの幸福
度度は⾼高まるのではないかと考える。�

メンバー：鳳凰⾼高校2年年⼥女女⼦子、3年年男⼦子、⼥女女⼦子�
 　 　 　 　 　⿅鹿鹿児島乳⼤大学2年年⼥女女⼦子、3年年男⼦子�

感想�
◯外国⼈人労働者と⼈人⼝口減少がつながっていると
思わなかった。今回は南さつま市の内容だった
が、他の市町村との違いを発⾒見見し、解決策を深
めていきたいと思った。今後は、地域活動をみ
るだけでなく、参加していきたい。�



第2回Quick&Chalk�
プログラム提案内容D�テーマ：外国⼈人も住みやすいまちづくり�

コンセプト経緯�
 　外国⼈人労働者の⽅方が住みやすいまちを、“私たち
が”つくる・⽤用意するではなく、⼀一緒にまちをつくって
いく意識識を持ちたい。そのために必要な４つのステッ
プを考えた。何が住みやすいまちなのかは、私たちに
も分からない。その⽅方の⽴立立場に応じた住みやすいまち
をみんなですり合わせられる環境をつくりたいという
視点を持って考えた。�
�
提案内容�
 　地産地消を念念頭に置いた料料理理イベントを開催したい。
ただの料料理理イベントではなく、買い出しから⼀一緒にお
こなう。その様⼦子を⾒見見せることで、地域の⽅方の外国⼈人
に対するイメージアップにつながるのではないだろう
か。これらのイベントを積み重ねることで、最終的に
⾏行行政にも協⼒力力してもらいたい。たとえば、砂の祭典で
外国⼈人の⽅方の出⾝身国の料料理理をメインとしたお店を出す。
これを地域⼀一体となって運営することで、より外国⼈人
の⽅方との壁がなくなるのではないだろうか。�
 　南さつま市⺠民は、⾃自分のまちの良良いところの再発⾒見見
につながり、外国⼈人には南さつま市のいいところを
知ってもらえる取り組みにしたい。地域⼀一体となって
外国⼈人の⽅方と活動することで、南さつま市のPRとなる
のではないかと考えた。�

メンバー：⼤大⼝口明光学園⾼高校2年年⼥女女⼦子�
 　 　 　 　 　鳳凰⾼高校2年年⼥女女⼦子、3年年男⼦子、⼥女女⼦子�
 　 　 　 　 　⿅鹿鹿児島⼤大学3年年⼥女女⼦子�

感想�
◯笑顔をつくることに否定的だったが、笑顔は
無意識識にでているものだと、⼆二⽇日間でわかった。
そして、皆が話を聞いてくれて、⾃自信がついた。�
◯普段ニュースで⽿耳にするテーマだったが、そ
の重要性になかなか気づけていない⾃自分に気づ
いた。⾃自分の意⾒見見を⼈人に伝え、すこしでも解消
に役⽴立立っていきたいと思った。�


